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Ⅰ今月の鳥はスズメ

①スズメ スズメ目スズメ科 漢字名 雀

学名 Passer  montanus

英名 Tree Sparrow 

体長14㎝で日本中どこにでもいる普通種。このよう

な形でスズメ特集とすることがほとんどないのです

が、今月は喉や頬の黒斑が薄い幼鳥写真でもあり、

スズメを今月の鳥にした。

③大阪府のスズメ ➝

（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府全域で繁殖していることは、

当然であるが、ほぼAランクで留鳥

中の留鳥といえる。

スズメは人の住んでいる所にしか

繁殖していない鳥なので、右図

2万5千分の一の区画内では、

大阪府のほぼ全域に住宅がある

と思われる。

← ④日本のスズメ繁殖地分布
（鳥類分布調査会 2021年）

記録メッシュ数には大きな変化はないが，1990年代と2010

年代でほぼ同じコ ースを調査できた現地調査の記録を見

ると， 調査地数 1,081ヶ所 ➝ 950ヶ所

記録個体数 31,159羽 ➝20,627羽

と減少しており，特に個体数が大きく減少している可能性が

示された。

← ⑤世界のスズメ

真木・大西（日本の野鳥590） 2000年平凡社

ユーラシア大陸一円に広く、留鳥として分布している。

尚、オオストラリア大陸南部（メルボリン付近？）に分布しているのは、

人為的に持ち込まれたものが定住したのでしょうか？

②榎本佳樹野鳥便覧（復刻版） スズメ

昨年発行の榎本野鳥便覧復刻版は、昭和13年上巻、昭

和16年下巻が発行されている。

戦前、私（平）が生まれた頃に、スズメをどう見ていたか

参考になるので抜粋した。

猟鳥。留鳥。大きさの標準鳥の一つ。

人の住んでいる所にはどこにでもいる鳥である。野外で

人家から離れた所に居るのを見る場合には、距離や光

線によって、何鳥かわからぬ様なことがある。

単にスズメであるとばかり信じて、せっかく観察価値のあ

る鳥に遭遇しながら、十分観察せず見逃してしまうことが

あるので、注意して観察せねばならぬ場合が少なくない。

スズメ（幼鳥）とホオジロの水浴 20250601（西脇淳浩氏）
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？
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Ⅲ ８月は夏休み

次回は9月7日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込

みくださるようお願いします。

残暑厳しい季節です。熱中症対策を充分にしてご参加ください。

ダイサギ（20240901) 平 軍二3/4



Ⅳ 先月(6/1）探鳥会報告
曇り空の比較的過ごしやすい気候でスタートした。いつものコースは関西医大の工事の関係で進めず、天野川沿いからコースを進む

と多数のツバメやイワツバメたちが出迎えてくれた。しかし、どこか近くにコロニーを移したのか、長年イワツバメのコロニーだった橋裏

に入る姿が見られない。広い河川敷に出ると、スズメやムクドリが多く採食しにぎやかさを見せていた。淀川では、上流のダム放水の

為か水位が高く流れが速く中州がほとんど出ていない。カワウやダイサギ、オオバン、カンムリカイツブリ（かなり遠方）、カルガモが見

られたくらいだった。淀川沿いに進むと雄モズが警戒しており、その先には幼鳥の姿を確認できた。ヨシ原ではオオヨシキリが囀り、な

わばりを争う姿を目撃した少し先で、オオヨシキリとは少し違う軽快で優しいコヨシキリの囀りが聞こえた。再び天野川に戻ると、カワ

セミのダイビングやコサギの探餌、セグロセキレイの採食(コガネムシ)、ホオジロやスズメ幼鳥の水浴び、オオムシクイの囀りなどを確

認し、ふと淀川の方を見ると、昨年に続き探鳥会3例目とみられるアマサギの群れが飛んでいるのが見え、コアジサシの小群も探餌

に来ていた。その先の今年冬に樹木伐採された範囲では早くも中～高茎の草地が形成されており、ホオジロがあちこちで囀り、キジ

の声も響いた。意外な種も見つかり、終わってみれば37種と前月よりも5種多い確認であった。

Ⅴ オオヨシキリ・コヨシキリ
オオヨシキリは枚方淀川探鳥会のコースで

繁殖・子育てをしており、先月は14羽も確認

した。今回写真はありませんが、6月探鳥会

でコヨシキリも声で確認しました。

コヨシキリは毎年渡りの季節に淀川河川敷

で休んでいる筈ですが、この12年間では観

察しておらず初記録となりました。

そこで、オオヨシキリ・コヨシキリの国内での

繁殖地を、比較にしました。

（鳥類分布調査会 2021年）

←上 オオヨシキリ 九州以北の全国に夏鳥

として分布する。河口域，河川，湖沼のアシ

原のほか，埋め立て 地や荒れ地のアシ原

など草丈のある場所に生息，営巣する。

2010年代は前回2回の調 査と比べて記録

メッシュ数が100メッシュ近く増加しており，北

日本での分布拡大が顕著 である。北海道で

は以前は分布していなかった道東域にも分

布するように なった。

←下 コヨシキリ オオヨシキリ同様、九州以

北の全国に夏鳥として分布するが、メッシュ

数は1/4程度で、九州・四国本州南部では少

ない。。オオヨシキリと比べてやや草丈の低

い場所で繁殖する。

1990年代と2010年代で ほぼ同じコースを調

査できた現地調査の記録を見ても，コヨシキ

リが記録できた地点は， 112地点から65地

点へと減少しており，特に分布の南側（本州

南部・四国・九州）で減少傾向にある。

アオサギ セグロセキレイ カワセミ

オオヨシキリ ホオジロ

写真 20250601（西脇淳浩氏）
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